
省

令

外
径
が
〇
・
〇
七
メ
ー
ト
ル

未
満
の
も
の

四
三

二
一

一
七

外
径
が
〇
・
〇
七
メ
ー
ト
ル

以
上
〇
・
一
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の

六
二

三
〇

二
五

外
径
が
〇
・
一
メ
ー
ト
ル
以

上
〇
・
一
五
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の

九
二

四
五

三
七

法
第
三
十
二

条
第
一
項
第

二
号
に
掲
げ

る
物
件

外
径
が
〇
・
一
五
メ
ー
ト
ル

以
上
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の

長
さ
一
メ
ー

ト
ル
に
つ
き

一
年

一
二
〇

六
〇

四
九

外
径
が
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
以

上
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
未
満
の

も
の

一
八
〇

九
〇

七
四

別
表
中
備
考
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
三
条
関
係
）

占

用

物

件

占

用

料

単

位

所

在

地

甲

地

乙

地

丙

地

第
一
種
電
柱

一
、
二
〇
〇

五
六
〇

四
六
〇

第
二
種
電
柱

一
、
八
〇
〇

八
六
〇

七
〇
〇

、

、

第
三
種
電
柱

二
、
四
〇
〇

一
、
二
〇
〇

九
五
〇

第
一
種
電
話
柱

一
本
に
つ
き

一
年

一
、
〇
〇
〇

五
〇
〇

四
一
〇

第
二
種
電
話
柱

一
、
六
〇
〇

八
〇
〇

六
五
〇

第
三
種
電
話
柱

二
、
三
〇
〇

一
、
一
〇
〇

九
〇
〇

そ
の
他
の
柱
類

一
〇
〇

五
〇

四
一

共
架
電
線
そ
の
他
上
空
に
設

け
る
線
類

長
さ
一
メ
ー

ト
ル
に
つ
き

一
年

一
〇

五

四

地
下
に
設
け
る
電
線
そ
の
他

の
線
類

六

三

二

路
上
に
設
け
る
変
圧
器

一
個
に
つ
き

一
年

一
、
〇
〇
〇

四
九
〇

四
〇
〇

法
第
三
十
二

条
第
一
項
第

一
号
に
掲
げ

る
工
作
物

地
下
に
設
け
る
変
圧
器

占
用
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

年

六
二
〇

三
〇
〇

二
五
〇

変
圧
塔
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
も
の
及
び
公
衆
電
話
所

一
個
に
つ
き

一
年

二
、
一
〇
〇

一
、
〇
〇
〇

八
二
〇

郵
便
差
出
箱
及
び
信
書
便
差

出
箱

八
六
〇

四
二
〇

三
四
〇

広
告
塔

表
示
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

年

二
四
、
〇
〇
〇

二
、
〇
〇
〇

九
九
〇

そ
の
他
の
も
の

占
用
面
積
一

平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
一

年

二
、
一
〇
〇

一
、
〇
〇
〇

八
二
〇

平成™™年˜™月š日 金曜日 (号外第™œœ号)官 報
〇
総
務
省
令
第
百
四
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
規

定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
電
波
監
理

審
議
会
が
行
う
審
理
及
び
意
見
の
聴
取
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日総

務
大
臣

片
山

善
博

電
波
監
理
審
議
会
が
行
う
審
理
及
び
意
見
の
聴
取

に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

電
波
監
理
審
議
会
が
行
う
審
理
及
び
意
見
の
聴
取
に
関

す
る
規
則
（
平
成
六
年
郵
政
省
令
第
六
十
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
制
定
等
を
し
よ
う
と
す
る
旨
」
を「
制
定
等
」

に
、「
不
利
益
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
旨
」
を
「
不
利
益
処

分
」
に
改
め
る
。

「
第
三
章

省
令
の
制
定
等
を
し
よ
う
と
す
る
旨
の
諮

問
を
受
け
た
場
合
の
意
見
の
聴
取
」
を
「
第
三
章

省
令

の
制
定
等
の
諮
問
を
受
け
た
場
合
の
意
見
の
聴
取
」
に
改

め
る
。

第
四
十
条
第
一
項
中
「
第
九
十
九
条
の
十
二
第
一
項
」

を
「
第
九
十
九
条
の
十
二
第
二
項
」
に
、「
第
五
十
三
条
の

十
一
第
一
項
」
を
「
第
五
十
三
条
の
十
一
第
二
項
」
に
改

め
る
。

第
四
十
一
条
中
「
予
定
さ
れ
る
総
務
省
令
の
制
定
、
変

更
又
は
廃
止
の
趣
旨
及
び
内
容
」
を
「
事
案
の
内
容
（
省

令
の
制
定
等
を
し
よ
う
と
す
る
旨
の
諮
問
を
受
け
た
場
合

の
意
見
の
聴
取
に
あ
っ
て
は
、
予
定
さ
れ
る
総
務
省
令
の

制
定
又
は
改
廃
の
趣
旨
及
び
内
容
）」に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
中
「
制
定
等
を
し
よ
う
と
す
る
旨
」を「
制

定
等
」
に
改
め
る
。

「
第
四
章

不
利
益
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
旨
の
諮
問

を
受
け
た
場
合
の
意
見
の
聴
取
」
を
「
第
四
章

不
利
益

処
分
の
諮
問
を
受
け
た
場
合
の
意
見
の
聴
取
」に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
中
「
不
利
益
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
旨
」

を
「
不
利
益
処
分
」
に
改
め
、
同
条
の
表
第
四
十
一
条
の

項
中
「
総
務
省
令
の
制
定
、
変
更
又
は
廃
止
の
趣
旨
及
び

内
容
」
を
「
事
案
の
内
容
（
省
令
の
制
定
等
を
し
よ
う
と

す
る
旨
の
諮
問
を
受
け
た
場
合
の
意
見
の
聴
取
に
あ
っ
て

は
、
予
定
さ
れ
る
総
務
省
令
の
制
定
又
は
改
廃
の
趣
旨
及

び
内
容
）」
に
、「
不
利
益
処
分
」
を
「
予
定
さ
れ
る
不
利

益
処
分
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
中
「
電
波
監
理
審
議
会
が
」
の
下
に
「
法

第
九
十
九
条
の
十
一
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
四
号
、

放
送
法
第
五
十
三
条
の
十
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま

で
又
は
電
気
通
信
役
務
利
用
放
送
法
第
十
八
条
第
一
項
第

三
号
若
し
く
は
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
諮
問
を
受
け
た
事

案
に
つ
い
て
」
を
加
え
、「
諮
問
を
受
け
た
場
合
の
意
見

の
聴
取
」
を
「
意
見
の
聴
取
を
行
う
場
合
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
五
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
及
び
道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
を

実
施
す
る
た
め
、
開
発
道
路
に
関
す
る
占
用
料
等
徴
収
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

開
発
道
路
に
関
す
る
占
用
料
等
徴
収
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

開
発
道
路
に
関
す
る
占
用
料
等
徴
収
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
建
設
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。
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